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経常収支比率の分析
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※１　本レーダーチャートは、当該団体と類似団体平均値より算出した偏差値をもとに
　　チャート化したものである。（偏差値は平均を100としている。）
　２　当該団体の八角形が平均値の八角形より内側にあるほど、歳出抑制等により財政
　　構造に弾力性があることを示している。
　３　類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類
　　した結果、当該団体と同じグループに属する団体を言う。
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分析欄
■人件費・物件費
平成１７年４月策定の「蘭越町行財政再構築プラン」に沿って、退職者の不補充や給料の削減等大幅な人件費
の抑制に取り組んでおり、その結果、職員数、人件費総額は減少し、人件費に係る経常収支比率は類似団体
と比較し、3.3％下回っている。また、物件費についても、小学校の統合や事務事業の見直し、徹底した歳出削
減により類似団体平均を下回っている状況である。しかし、人件費に係る人口１人当たりの決算額について類
似団体と比較し高くなっているのは、人件費に充てられている他会計への繰出金や各施設の運営に係る賃金
等の割合が大きいことが要因である。
■扶助費
扶助費に係る経常収支比率が類似団体平均を上回っており、人口１人当たり決算額の対比からも単独事業に
占める割合が大きことがわかる。高齢者や心身障害者に対する町独自の施策によるものである。
■公債費
類似団体と比較し、本町の面積が３倍程度と広大なことに加え、５つの市街地を形成する本町では、道路網整
備や各地域の社会資本整備に多大な費用を要す。その整備を起債により行った影響で、元利償還金が膨らみ
公債費に係る経常収支比率は類似団体平均を3.6％上回っている。しかし、これに充てられる普通交付税の基
準財政需要額について、人口１人当たりの決算額は類似団体を45.2％上回っている。
■補助費等
補助費等については、各種団体への関与・支援のあり方についての指針を明確化するとともに補助金総額の
圧縮を図るため、補助基準等の見直しを行い、優先順位、制度の統合等を図っており、類似団体平均を4.1％
下回っている。
■普通建設事業
普通建設事業費の人口１人当たりの決算額は類似団体を上回っているが、類似団体と比べ広大な面積である
ことから、それに伴う道路整備にも相応の経費を要する。加えて、保育所の老朽化による建替えにより決算額
が増額となった。



人件費及び人件費に準ずる費用の分析
人件費及び人件費に準ずる費用

人口1人当たり決算額
当該団体（円） 類似団体平均（円） 対比（％）

人件費 943,543 167,801 132,353 26.8
賃金（物件費） 85,380 15,184 10,150 49.6
一部事務組合負担金（補助費等） 134,308 23,885 20,366 17.3
公営企業（法適）等に対する繰出し（補助費等） - - 2,633 -
公営企業（法適）等に対する繰出し（投資及び出資金・貸付金） - - - -
公営企業（法非適）等に対する繰出し（繰出金） 72,195 12,839 5,722 124.4
事業費支弁に係る職員の人件費（投資的経費） 72,137 12,829 3,522 264.3
▲退職金 ▲ 149,884 ▲ 26,656 ▲ 14,403 85.1
合計 1,157,679 205,883 160,342 28.4

参考
当該団体 類似団体平均 対比（差引）

人口1,000人当たり職員数（人） 19.03 15.05 3.98
ラスパイレス指数 90.7 93.2 ▲ 2.5
ラスパイレス指数及び職員数に係る項目については、平成19年地方公務員給与実態調査に基づくものである（以降の項目について同じ。）。
なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、当該項目を「-」としている。

公債費及び公債費に準ずる費用の分析
公債費及び公債費に準ずる費用（実質公債費比率の構成要素）

人口1人当たり決算額
当該団体（円） 類似団体平均（円） 対比（％）

公債費充当一般財源等額
（繰上償還額及び満期一括償還地方債の元金に係る分を除く。）

988,876 175,863 114,673 53.4

満期一括償還地方債の一年当たりの元金償還金に相当するもの
（年度割相当額）等

- - 570 -

公営企業債の償還の財源に充てたと認められる繰入金 106,738 18,982 20,959 ▲ 9.4
一部事務組合等の起こした地方債に充てたと認められる補助金又
は負担金に充当する一般財源等額

25,447 4,526 7,775 ▲ 41.8

債務負担行為に基づく支出のうち公債費に準ずるものに充当する
一般財源等額

41,445 7,371 4,493 64.1

一時借入金利子
（同一団体における会計間の現金運用に係る利子は除く）

617 110 56 96.4

▲地方債に係る元利償還金及び準元利償還金に要する経費として
普通交付税の額の算定に用いる基準財政需要額に算入された額

▲ 734,466 ▲ 130,618 ▲ 89,976 45.2

合計 428,657 76,233 58,549 30.2
平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない団体については、「-」としている（以降の項目について同じ。）。
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普通建設事業費の分析

普通建設事業費

当該団体(円) 増減率(%)(A) 類似団体平均(円) 増減率(%)(B) (A)-(B)

1,437,808 237,262 ▲ 24.9 146,689 ▲ 8.6 ▲ 16.3

うち単独分 787,328 129,922 ▲ 21.8 71,909 ▲ 14.1 ▲ 7.7

984,035 164,143 ▲ 30.8 136,479 ▲ 7.0 ▲ 23.8

うち単独分 629,464 104,998 ▲ 19.2 67,544 ▲ 6.1 ▲ 13.1

755,820 128,432 ▲ 21.8 121,414 ▲ 11.0 ▲ 10.8

うち単独分 389,414 66,171 ▲ 37.0 58,925 ▲ 12.8 ▲ 24.2

896,122 155,658 21.2 124,895 2.9 18.3

うち単独分 443,559 77,047 16.4 61,345 4.1 12.3

930,439 165,470 6.3 110,324 ▲ 11.7 18.0

うち単独分 381,914 67,920 ▲ 11.8 55,684 ▲ 9.2 ▲ 2.6

過去５年間平均 1,000,845 170,193 ▲ 10.0 127,960 ▲ 7.1 ▲ 2.9

うち単独分 526,336 89,212 ▲ 14.7 63,081 ▲ 7.6 ▲ 7.1

当該団体決算額
（千円）

人口１人当たり決算額

H18

H19

H15

H16

H17

人口1人当たり決算額の推移

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

H15 H16 H17 H18 H19

（円）

歳出比較分析表(平成19年度普通会計決算) 北海道 蘭越町

当該団体値 類似団体平均値


